











































































































































ストを紹介する (第 3 章)。そのうえで、そのテクストに関連するベトマ
ン=ホルヴェークのコメントとサヴィニーの草稿に対する影響の可能性を
論じる (第 4 章)。また、上記の遺稿が成立する以前および以後のテクス
トをとりあげ、補足的な考察をおこなう (第 5章)。
注
( 1 ) 本研究は科研費の助成を受けた研究「遺稿に基づくサヴィニー『現代ロー




( 2 ) こうした事情は、『体系』第 52節の内容をめぐるサヴィニーと同僚法学者
のやりとりを明らかにしたキーフナーの研究によりはじめて明らかにされた。
Hans Kiefner, Das Rechtsverhältnis. Zu Savignys System des heutigen
Römischen Rechts : Die Entstehungsgeschichte des §. 52 über das „Wesen
der Rechtsverhältnisse”, in : Festschrift für H. Coing,Müunchen 1982, Bd. 1, S.
236 (603)
149-176.
( 3 ) Stintzing-Landsberg, Geschichte der deutschen Rechtswissenschaft,
Abteilung 3, Halbband 2, Text, 2. Neudruck der Ausgabe, München 1910
(Nd. 1978), S. 474. Joachim Rückert, Idealismus, Jurisprudenz und Politik bei




Hans-Peter Haferkamp, Christentum und Privatrecht bei Moritz August vo
Bethmann-Hollweg, in : Naturrecht und Staat in der Neuzeit, Diethelm
Klippel zum 70. Geburtstag, herausgegeben von Jens Eisfeld, Martin Otto,
Louis Pahlow und Michael Zwanzger, 2013, S. 519-541 がある。
( 4 ) 少なくとも、残された遺稿からそれは確認できる。すなわち、第 52節の
草稿に対してベトマン=ホルヴェークが与えたコメントが残されている。Bl.
229 がそれである。
( 5 ) Savigny, System I, S, XLIX. テクストは後出 239頁を見よ。
( 6 ) 拙稿「サヴィニー『現代ローマ法体系』の「計画」について ――遺稿に
基づく若干の検討――」、『産大法学』第 45 巻第 3・4 号所収、第 4 章 (96
頁以下)、参照。
( 7 ) 前出注 (6) の拙稿がこの問題を扱っている。




( 9 ) この点について、後出 239頁参照。
(10) Bl. 91r.
(11) この内容は、公刊された『体系』の序論にも含まれることとなった。





(14) Bl. 7r, 34r, 88r, 91r, 145vに確認できる。






系論における法関係の意義」、『Historia Juris 比較法史研究』第 14 号所収、
2006 年、を参照。
(16) Savigny, System I, S. 331ff.
(17) Savigny, System I, S. 7.








„sozial“ : Arbeitsvertrags-Konzeption um 1900 zwischen Liberalismen und
Sozialismen, in : Zeitschrift für Arbeitsrecht, 23. Jahrgang, Heft 2/1992, S.
246.


























































































































以上から、Bl. 144 および 145 の裏面に記された内容は、『体系』第 2 部
第 1章「法関係の本質と種類」の草稿を作成するための要点を記したメモ
であることは、間違いない。以下では、これらを〈草稿メモ〉と呼ぶ。












(21) Savigny, System I, S. XLIX. 傍点は耳野による。
(22) Bl. 4ff.













































































































































































































































































































































(32) Bl. 67v. 逐語訳ではなく、おおよその趣旨を訳出してある。
(33) 前出 243頁。






































































































































から離れ出て〔aus der Person heraustretend〕、物に類似したものと
して考察されうる行為だけが、債務関係の対象に適している。」
(40)






(34) Savigny, System I, S. XLVIII.
(35) Savigny, Pandektenvorlesung 1824/1825, hg. v. Horst Hammen, Frankfurt
am Main, 1993.
(36) Savigny, Pandektenvorlesung 1824/1825 (前出注 (35)), S. 15.
(37) Bl. 240ff.
(38) Bl. 241v.
(39) Savigny, System I, S. 338f.
(40) Savigny, System I, S. 369f.




























































施状況については次を参照。Rückert, Friedrich Carl von Savigny (1779-
1861), in : Festschrift 200 Jahre Juristische Fakultät der Humboldt-
Universität zu Berlin, Geschichte, Gegenwart und Zukunft, hg. V. Stefan
Grundmann, Michael Kloepfer, Christoph G. Paulus, Rainer Schröder und
Gerhard Werle, 2010, S. 142-150.
260 (579)
